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本研究では，パーキンソン病患者の発話の調整に有用な外部キューについて検討し

た．声量低下がある 4 例のパーキンソン病患者に対して，聴覚的なキューである遅延

聴覚フィードバック（Delayed Auditory Feedback; DAF）法と視覚的なキューである

音圧レベルのモニター提示法の 2 つの方法を用いて発話の調整を試み，それぞれのキ

ューの効果を比較した．評価は，機器を用いた客観的評価と，外部キュー使用時の発

話の状態の自覚的評価を行った．結果，「声の強さ」は症例によって有用なキューが

異なったが，「声の高さ」はいずれのキューでも効果が示される例があった．「ピッ

チレンジ」はいずれのキューでも明らかな効果がみられなかった．「発話速度」は DAF

介入でのみ効果がみられた．自覚的評価では，外部キュー介入時に発話運動や声の高

さに対して注意が喚起された例があり，発話の調整に影響している可能性があった．

また、DAF 法，視覚モニター提示法ともに，介入後のキューなし条件にも改善効果が持

続する例があった．本研究の結果から，発話の調整に有用な外部キューは，対象者に

よって，或いは測定する指標によって異なることが示唆された．また，外部キュー介

入時の発話の運動パターンをキューのない条件において再生し,外部キューがない状

態でも発話を調整できる可能性があると考えられた．  
 

 

  

 


